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●台東区

活動・取組み内容活用方針

VLP活用のねらい
 家庭に引きこもりがちである児童・生徒に対して、
オンライン上の仮想空間を活用した学びの場を
提供することにより、個別最適な学びの充実や社
会的自立に役立てる。

対象生徒・児童
 あしたば学級（生活指導相談学級）に通う
児童・生徒

 欠席率が９０％以上の児童・生徒
運営時間
 ９時から１６時（年末年始等を除く平日）
活用方法
 チャット機能等の活用やオンラインイベント（区独
自を含む）への参加をとおした、コミュニケーション
能力の育成

 デキタス等を利用した補習的・発展的学習

【前期】
 他自治体との情報共有（情報提供）
 SSW等による各校への周知

各校における体験会実施、介入家庭への
個別的な声掛け

 オンラインイベントの実施
オンライン支援員との相談、周知、運営

【後期】
 教職員向け情報誌による周知
 不登校対応巡回教員との連携

「ほっとステーション」（校内別室）での活用
 オンライン部活動の創設

オンライン支援員との相談、周知、運営
 保護者向けイベントの実施

相談会、経験者による講演会・交流会
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声
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児童・
生徒

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

利用者の声
 コミュニケーション能力の向上

オンライン支援員とのチャットコミュニケーションをとおして、他者と
のコミュニケーションに自信がつき、外出や登校機会が増えた。
あしたば学級での体験的学習では、児童・生徒同士での直接
交流する場面も見られるようになった。

 個別最適な学びの機会の充実
あしたば学級、ほっとステーション（校内教育支援センターの通
称。今年度から全校に支援員を配置）において、定期考査前
の復習や苦手教科の復習、興味がある教科の予習にデキタス
を活用する姿が見られた。担任や支援員、不登校担当巡回
教員が個別に声を掛けることで活動の幅が広がった。

• オンライン支援員とテキストチャットで話をした
り、簡単な遊びをしたりすることで、友達と実
際に会話してみようという意欲が高まった。

• 不登校だった期間の学習内容を、デキタスで
学び直している。体調に合わせて、自分の
ペースで取り組んでいる。

• 興味のある教科の学習内容の予習に活用
している。各種検定試験の対策アプリが導
入されたら、ぜひ取り組んでみたい。

 継続的な利用を促すために
継続利用が課題である。定期的なイベントの開催や、個別の
声掛けにより、継続利用率の向上を図る。

 校内別室指導支援員、不登校対応巡回教員等との連携
ほっとステーションを利用する児童生徒が取り組めるよう、校内
別室指導支援員等との連携を強化する。操作スキルの向上、
学校間の情報共有を進める。

 オフラインでの交流促進学校復帰への働きかけ
児童生徒間、保護者間の交流を目的としたオフラインイベント
の開催により、学校復帰への働きかけを行う。

• オンライン支援員さんとの会話を日課にする
ことで、少しずつ生活習慣が改善している。
週に１回は学校にも行けるようになった。

• 定期的にイベントが開催されており、ログイン
する動機付けとなっている。

• プリントやドリルでの学習だけではなく、端末
を活用することで学習意欲が高まった。

• 保護者向けのイベントでは、悩みを共有する
ことで、子育てに対する不安が軽減した。
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